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　この物語は僕を導き、夢を見させてくれるもの。わくわくするような旅を続けさせてくれるもの。
　それでは行こうかな？
　さあ、はじまりはじまり。

　――一歩一歩の足取りは軽い。それはもちろん当然のこと。だって日差しはとても柔らかいし、風は暖かく心地いい。
　動物たちは今日もあくびをして居眠りをしている。
「やあ、今からお出かけかい？」
　縞々のネコが僕に話しかける。
「君は今からお昼寝かな？」
「まあね、天気がとても良いもの」
「何を言っているの？天気はいつもいいじゃないか」
「違いない。……おや？遠くでヤギが鳴いているのかな？おっと、そんなことはどうでもいいか」
「いや、ありがとう。お腹が空いているんだろうね。とても大事なことだ」
「それにしても今日はどこへ行くつもり？南風はずいぶん暑くなっているよ」
「ああ、そうなんだ。じゃあ、今日は緑にでも行こうかな」
「それがいい。あそこは今、ふわふわの落ち葉が積もっているよ。もちろん、気候も悪くない。居眠りには少し涼しくて向かないけどね」
「お土産は何がいいかな」
「必要ないさ。僕はいつもウトウトとしているからね。目の覚めるようなものは遠慮しておくよ」
「それは君らしい」
「望まれたからね」
「じゃあ、そろそろ行くよ」
「そうかい？それじゃあ、またいつか。目が覚めたときは君を思い出すよ」
「そうだね。そのときは僕も君を思い出すよ。それではここで。ごきげんよう」
　手を振れば、縞々のネコは尻尾で答える。彼を背にして進む道はとても開けていて、小さな上りと下りの坂が続いていた。
　先はまだ見えなくて僕は汗を滲ませる。それでも僕は鼻歌交じり。風が草木を揺らして伴奏する。
　目の前を白いウサギが横切った。
「ウサギは今からどこへ行くの？」
「ウサギ？ああ、そうか、僕はウサギと呼ばれてるんだったね。いや、なに、ただの散歩だよ。ぴょんぴょん跳ねるのが楽しいんだ」
「それはうらやましいな。僕だとすぐに疲れてしまう」
「もちろん僕も疲れるよ。でも楽しくてね」
「僕も真似しようかな？」
「やめたほうがいいよ。だって君は疲れてしまうんだろ？」
「それは君も同じじゃないの？」
「同じじゃないよ。僕は跳ねることで散歩が出来るんだ。君の散歩はもっと自由だろ？」
「そうか。僕は歩けるんだ」
「走ることも出来るよ」
「走るのは嫌かな。だって息切れがするもの」
「それは大変だ。ほら、深呼吸をして」
「今は大丈夫だよ」
「それでも深呼吸は必要だよ。一度じゃなくて二度すれば、なお良いものだ」
「そうか、じゃあ、二度しようかな」
「そうすればいい。三回目は気をつけるんだよ。溜め息に変わりやすいから」
　ウサギに言われたとおりに深呼吸をしていたら、僕はうっかり三回も続けていた。
「困った人だな、君は。溜め息をつきたかったのかい？」
「そんなつもりはなかったんだけどね」
「僕がいて良かったよ。うっかり嘆くのなら、誰かが見ていないと乾燥してしまうよ」
「そうだね。咽喉を痛めるところだったかも。声が出なくなると大変だ」
「頼むよ。僕はあたふたしたくないんだ。だからどうか、お元気で」
「ごめんね。それじゃあ、先に行くよ。いつか手紙を君に」
「そのときの返事は期待しないでほしいな。僕は君に会いたいんだから」
　手を振る僕に、ウサギは耳でそれに答えた。跳ねるウサギを見送りながら僕は先へと急いでいく。
　やがて道は二つに分かれ、僕がひとつを選ぶとまた道が増えた。次はどちらへ行こうかと悩んでいるといい匂いが鼻をくすぐった。
「君もどうだい？この果物はとてもおいしいんだ」
　手の長いサルは赤い果物をかじりながら木の枝にぶら下がっていた。
「そうみたいだね。とても甘い匂いがするよ」
「そうだろ？じゃあ、ひとつ」
　手の長いサルはひょいと木を登ると果物をひとつ取って僕に差し出した。僕はそれを受け取ってかじった。
「あれ？君は食べるときは座るんじゃなかったの？」
「ああ、そうか。そうだった。ずっと歩いていたから、忘れていた」
　そう言うと僕はその場に腰を下ろして果物を食べた。
「どうだい？君の口に合ったかな？」
　サルは木から下りると僕の傍でちょこんと座り、首を傾げた。
「うん、とてもおいしいよ」
「それは良かった。甘過ぎるのなら別のものを取ってこようか？」
「ちょうどいいかな？ずっと歩いていたからね」
「それは大変だ。座って良かったね。切っ掛けがなくなれば座り方を忘れてしまうよ」
「本当にそうだね。まさに僕はそうだったから」
「あぶないあぶない。ひとつでも果物があって良かった。そうじゃなければ、君は座ることも空腹を満たすことも出来なかったもの」
「大げさに聞こえるだろうけど、きっと助けられたんだろうね」
「大げさに捉えなければ、助けられてはいないよ」
「だから有り難く思うんだよ」
「君は律儀だね。もっと笑えばそれで僕は満足だよ」
「笑顔が足りなかったのかな」
「そうだね。道の真ん中でうんうん唸っていたよ。何事だと心配したもんさ。僕の声だけだと不安だったから、果物に手伝ってもらったんだ」
「とてもおいしかったよ。ご馳走さま」
「どういたしまして。それで決まったのかい？」
「うん。やっぱり緑に行こうと思うんだ」
「それはいい。あそこは落ち葉で今は埋まっているけど、やがて花も咲くからね」
「そうなんだ。それは楽しみだ」
「それじゃあ、引き止めて悪かったね」
「まさか。君が僕を休めてくれたんだ。今度は僕がご馳走をするよ」
「期待するよ。でも、僕は果物しか食べないんだ。忘れないでね」
「もちろんだよ。暖かい日になれば、果物が熟せば君に会いに行くね」
「それは安心だ。覚えてくれていれば、それでいいんだ」
「まかせてよ。それじゃあ、僕は道を選んでくるよ」
「いい旅を」
　手を振る僕に、サルは手を振り返した。僕は何度も振り返っては手を振った。サルはそんな僕にいつも答えていた。
　サルから離れた僕は分かれ道の前まで来ると、緑を思い浮かべて歩き始めた。
　空は青さを増して、大きな雲が西へと向かっていた。太陽はまだ高く、草花をきらめかして――

　……あらら、どうやらここまでみたい。
　シィー……。
　ほら、寝息が聞こえる……。眠ってしまったようだね。そおうっと動いて、起こさないように。
　それじゃあ、静かに明かりを消して。
　……おやすみなさい。
　それでは、旅の続きは次の機会に。
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